
ワンポイント事例

〔個別的な支援の方法〕

□自分の体験をもとに文章題を作ってそれを解く練習をし、身近な生活場面を通して、文章題の意味を理

解させる。

□内容の分かりやすい文章題を使って、児童生徒自身が題意を図示して説明できるように練習する。

□文章題のポイントとなる条件や求められているものが見つけ出せるように、自問自答の機会を設定する。

□４コマの絵を時間の流れに沿って並べ、各場面の要点を確認しながら、ストーリーを作り、その中で順

に問題を理解させる。

Ｆさんは、計算が速く正確にできるのですが、文章題になるといつもつま

ずいてしまいます。問題文の音読は上手にできるのですが、問題の解き方が

分かりません。このため、計算問題には積極的に取り組むのですが、文章題

になるとはじめからあきらめてしまうようになりました。

論理的に考えることが

苦手である。

文章題の前半の内容

を覚えて後半の内容を

読むことが難しい。

学校生活

の様子

実態把握
大小、多少の概念

をとらえにくい。

数が大きくなると

分からなくなる。

単位を理解するこ

とが難しい。

【図形問題】

ものの形を見分けた

り、必要な線や形を見分

けることが難しい。

形と名前や特徴の理解

が不十分である。

考えられる

支援の手立て

◇具体物を実際に操作
することで、大小、
多少の感覚を育てる。

◇数字を他のものに置
き換えて関係性をと
らえやすくする。

◇単位の仕組みが十進
法になっていること
に気付かせる。

◇「k」、「c」、「m」の意
味を知らせる。

◇具体物を計測するなど
し、量的な感覚を育て
る。

その他の

支援のポイント
○課題は、問題の質や量を一人ひとりに応じて調整し、文章題に対する苦

手意識をもたせないようにする。

○文章題を読み上げ、問題を解く上での要点や鍵になるなる言葉に印をつ

けてから考えるようにさせる。

○「全部で」、「合わせて」、「残りは」など、文章題でよく使われる言葉の

意味と式を関連付けた説明をする。

○身近な生活の場面や興味が持てる題材を取り上げるようにする。

○国語の段落ごとの内容を要約するなどの読解の学習とも関連付ける。

◇問題文を短く区切っ

たり、ポイントに色

や線を付けたりして

内容をとらえやすく

する。

◇記憶に残りやすくする

ため、絵や図にかいて

大切なところを整理す

る。

◇身近なものや興味のあ

るものを使って図形に

対する感覚を育てる。

◇実際の物や具体物を使

って、量的な感覚を育

てる。

◇必要な線と形を色分け

し、ものの形や必要な

線や形を見分けやすく

する。

６ 文章題につまずきやすい


